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頭蓋縫合部の再建術は頭蓋骨縫合早期癒合症にともなう神経認知機能障害を軽減する 
 

頭蓋骨縫合早期癒合症は、その名の通り、発生過程における頭蓋骨の縫合が早期に癒合するこ

とで頭蓋骨の発育が妨げられる疾患である。これまでの解析から、頭蓋骨縫合部には間葉系幹

細胞(MSCs)が存在し、頭蓋骨の発生および修復に寄与することが分かっている。頭蓋骨癒合症

の乳児は、頭蓋の形成異常や頭蓋内圧の上昇を呈する。また、神経認知機能障害といった合併

症もともなうことからQOLが著しく低下する。これまで、この病態を十分に再現する動物モデルの

確立が不十分であったため、革新的な治療法の開発が困難であった。本論文では、頭蓋骨癒合

症を呈するTwist1ヘテロ欠損マウスでは頭蓋内圧と神経認知行動異常が上昇し、ヒトSaethre-

Chotzen症候群の病態を呈することを示した。さらに、MSCsと組み合わせた生分解性材料を使用

して、頭蓋縫合部を再建することに成功した。再建縫合部は機能的であり、頭蓋骨の変形を改善

し、頭蓋内圧を正常化し、神経認知行動障害を軽減した。また、再建縫合部は、レシピエント由来

のMSCsを遊走する微小環境(ニッチ)を構築することにより、頭蓋骨の恒常性および修復を維持す

ることが明らかになった。本論文で示された、MSCsを活用した頭蓋縫合部の再建法は、頭蓋骨早

期癒合症の治療法におけるパラダイムシフトを提供する。 

 

 


